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週2～3Hのしごと
　　　　　　　　　　　　　　　　家庭・レジャー
　　　　　　　　　　　テンポラリ．一ワ岬力anの就業パタUtン
これまでに既に明らかになった問題点に触れておきたい。
家庭・しごと・レジャ
t…一ﾌバランスのとれた
生活
　最後に，
　第一に述べたい点は，テンポラリー・ワーカーをどのようにとらえるかという定義づけの閥題
である。テンポラリー・ワーカーは1日最低4時間保障を最短契約期間として1年以内の最長契
約期間までを含み，従来の日雇・臨時4）・パート5）の定義からはみだす雇用形態を抱えこんでい
る。はみだした部分を従来からの用語でとらえようとすれば，「アルバイトjということになる
のであろうか。しかし「アルバイト」の定義に曖昧であるところがら，ここで即断できない。S
機関紙はテンポラリーの意味を，次のように紹介している。テンポラリーとは「専門職によるタ
　’60
イムリーな業務処理の代行一の代名詞として広く欧米で使われ普及している」用語であると。
この説明にしたがえば，雇用・契約期間を基準にした従来の日本の就業形態の分類法ではとらえ
られない要素を含む言葉である。それは「専門職による」という点である。「専門職」をどのよ
うに定義づけるかが問題となるが，今専門職を一定の期間と程度の教育・訓練を要し職務に一定
の責任をともなうものと考えた場合，現実にテンポラリー・ワーカーの従事している職種には，
その定義からすればはなはだ曖昧なものがみられる。たとえば，新規採用者が入るまで代行する
「一般事務」の揚合の専門性をとらえることは，非常に難しいのではないだろうか。日本の場
合，個人間の分業よりも集団の分業として職務が遂行される傾向の強い組織であるから，個人の
守備範囲が不明確であり「専門職化」しにくいという事情がある。したがってテンポラリー・ワ
ーク・システムが雇用形態として定着していくためには，派遣元企業で従来専門職とみなされて
こなかった職種をどのように専門職化していくのかということが課題となると同時に，派遣先企
業における個人個人の労働者の職務分担を明確にした体制づくりをすることが必要である。
　目下，法改正案作成過程にある人材派遣業の法制面によって今後，テンポラリー・ワーカーの
不安定雇用の側面が是正されるとすれば，常用労働者の週休2日制や休暇制の実施，残業の軽
減，そして女子常用労働者の出産・育児休暇の実施を容易にする方策の1つとしてテンポラリー
・ワーク・システムを位置づけ評価することが可能になる。しかしそれはまた，女性にとって新
たな問題を提起する。それは，テンポラリー・ワーク・システムが職業における女性の地位向上に
とってどのように作用するのかという点である。この問題も，テンポラリー・ワーカーの側と，
組織内の常用労働者の側と，両面から考えていかなければならない。テンポラリー・ワーカー
は，組織外にいるのだから，組織内の昇進とは無関係である。したがってテンポラリーワーカー
が提供する職務の質とその職業意識や価値観等が，その社会的位置を獲得し安定させることにな
る。常用労働者にとっても，自己の職業意識を明確にし組織内で働く意味を問い続け職務に対す
る責任を負う姿勢が要求されることになるのではないだろうか。そのようなことがなければ組織
内で働く入間の必要性がなくなり，パートやテンポラリー・ワーク等の雇用形態が支配的にな
尊墨　登録者数と実感働者数
社名障瀦剃実醐者舞働剰設立朝????8，000人
6，　OOO
2，　OOO＊
6，　OOO
17，　OOO
20，　OOO
　700
6，500人
2，　OOO
1，　OOO＊
2，　OOO
7，　OOO
4，　500
　100
81．20／0
33．　3
50．　0
33．　3
41．　2
22．　5
14．　3
1966．11
1973．　5
1973．　7
1976．　4
1976．　2
1978．　1
1983．　10
＊『週刊ダイヤモンド』（1983年9月10日号）5頁より引用
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り，女性の地位向上へとつながっていかなくなる。多様な雇用形態が一定の均衡を保って存在す
ることが，女性がライフコースにあわせて職業と関わっていくのに，欠かせないのである。
　第二の問題点として，稼働率の問題がある。〔表4〕にみるように業界の草わけであるA社の
稼働率は80％を超えて需要に応じきれないきらいがあると，面接した際も担当者から聞いたが，
新規のG社は15％弱の状態である。またD社の場合を例にとると，6，000人の内「一度でも働い
たことのある人」が2，000人で，常時働いている人は350～500人（5．　8～　8．　30／・）ということであ
る。では稼働率がどの程度であるのが，望ましい状態なのだろうか。それは登録しているスタッ
フのニーズと関わる問題であり，その面の調査を積み重ねていくことが必要である。
　この他にも多くの問題があるだろうが，今後調査をしていく中で具体的に出てきた点をひとつ
ずつ明らかにしていきたいと，考えている。
注
（1）パートタイマーの定義は不明確である。労働省においても2つの異なった定義を用いている。ll雇用管
　　理調査』では「企業においてパートタイマー，パート又はアルバイトと呼ばれている労働者」とし，他
　　方r賃金構造基本統計調査』においては「1日の所定労働時間又は1週間の労働日数が一般労働者より
　　少ない常用労働者をいう」としている〔労働統計要覧1984，労働大臣官房統計情報厚編，昭和59年4月
　　参照〕。篠塚英子によれば，日本の場合パートタイマの実数は『雇用動向調査』から得ているが，そこ
　　では「企業からみて常用的に雇用されているものだけが把握されているにすぎ」ず，「常用的でない人
　　達も多数含まれるのであるから」「過少推定といわざるをえない」。rノ餌トの二野に一人が常用化して
　　いることが明らかになっている」ところがら，同調査から得られた約二倍の人数がパートタイマーと考
　　えられるという〔篠塚英子r日本の女子労働　揺さぶられる経済基盤』　東洋経済新報社，昭和57年，
　　90～91頁〕。他に「非農林業の週35時間未満の女子短時間雇用考を女子パートタイマーの指標」とする
　　場合もある〔総理府統計局r労働力調査』，総理府編r亀入の現状と施策』〕。
（2｝A社調査では「収入の使途」に対する回答は，複数回答である。
（3）　「小遣い」には，趣味やレジャーという回答も含めた。
（4）総理府「労働力調査」では臨時を，r1カ月以上1年以内の期間を定めて雇われている者」と定義して
　　いる。
（5）（1）を参照してほしい。
??。??…用　資　料
「マンパワーsスタッフの意識調査」（1979～832年），マンパワージャパン（株）
「テンポラリースタッフ意識調査」（昭和57～59年），（株）テンポラリーセンター
「サンバティック　働く女の情報誌」（1981／7．No．1～1984／7．　No．12）サンバティック編集部
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